
 

                                                                           

   

    

右
京
区
京
北
周
山
町
に
あ
る
「
京
都
市

地
域 

特
産
物
需
要
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ッ

デ
ィ
ー
京
北
）」
が
、「
道
の
駅
」
と
し
て
国

土
交
通
省
の
登
録
を
受
け
、
平
成
22
年
４
月

17
日
（
土
）
に
、
開
駅
の
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

「
ウ
ッ
デ
ィ
ー
京
北
」
は
、
平
成
７
年
に

京
北
地
域
の
林
業
や
木
材
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
平

成
21
年
度
に
「
京
都
市
・
京
北
町
合
併
建
設

計
画
」
に
基
づ
き
、「
道
の
駅
」 

登
録
に
必
要
な
駐
車
場
の
拡
張
工
事
等
を 

            

              

行
っ
た
も
の
で
す
。 

17
日
の
開
駅
後
現
在
ま
で
、
多
数
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
加
工
食
品
や
地
元
産

野
菜
な
ど
の
売
れ
行
き
が
好
調
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

本
市
と
し
て
は
、
京
北
地
区
を
中
心
と
す

る
北
部
山
間
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、

大
い
に
期
待
し
て
お
り
、
今
後
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
等
の
確
保
に
向
け
た
供
給
体
制
の
更
な

る
整
備
と
品
質
の
維
持
向
上
に
地
域
の
農
林

家
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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門川市長から指定管理者である 

(財)きょうと京北ふるさと公社の石浦常務理事

に駅長の制帽が授与されました。 

開駅の式典後、ウッディー京北の店内

で品定めをする来場者の皆さん 

農林振興室ホームページ 

京のやま道・京のあぜ道にて 

京都市の旬な農林業や農林行政に

関する記事を随時更新中！ 

是非ご覧ください。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/ 

sankan/page/0000070943.html 

平成 22 年 4 月 1 日から，組織の名称が変わりました。 

       旧            新 

     農業計画課    → 農政企画課 

     農業振興整備課 → （変更なし） 

     林業振興課    → （変更なし） 

     北部農業指導所 → 北部農業振興センター 

     西部農業指導所 → 西部農業振興センター 

     東部農業指導所 → 東部農業振興センター 

     京北農林事務所 → 京北農林業振興センター 

 



  

 

京
都
市
域
面
積
の
約
４
分
の
３
を
占
め
る
森

林
は
、
近
年
、
シ
カ
の
食
害
等
に
よ
る
林
床
の
裸

地
化
や
マ
ツ
枯
れ
・
ナ
ラ
枯
れ
の
拡
大
が
進
み
、

生
物
多
様
性
や
二
酸
化
炭
素
の
固
定
な
ど
の
森

林
の
多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
整
備
に
は
、

生
物
多
様
性
な
ど
の
生
態
系
の
保
全
に
配
慮
し

た
森
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
京
都
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
市
域
に

自
生
す
る
樹
木
の
種
子
か
ら
育
て
た
地
域
性
苗

木
＝
「
京
の
苗
木
」
の
生
産
体
制
の
整
備
を
進
め
、

生
産
を
希
望
さ
れ
る
農
林
家
等
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
技
術
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

  

     

    

   

今
回
、
次
の
と
お
り
「
京
の
苗
木
」
の
生
産
推

進
事
業
の
説
明
と
生
産
技
術
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

                     

 

 

宕
陰

と
う
い
ん

地
区
は
越
畑
、
樒
原
の
二
つ
の
集
落

か
ら
成
る
、
中
山
間
農
業
地
域
で
す
。
少
子
・

高
齢
化
に
よ
る
過
疎
化
や
農
業
の
担
い
手
の

不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
課
題
解
決
に
向
け
た
農
業
振
興

対
策
事
業
と
し
て
、平
成
21
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
、
越
畑
地
域
で
「
棚
田
の
里
」
整
備

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

平
成
21
年
度
は
、
都
市
農
村
交
流
施
設

「
ま
つ
ば
ら
」
に
浄
化
槽
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
環
境
へ
の
負
荷
軽

減
が
図
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
の
快
適
性
向

上
に
よ
り
、
訪
問
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ 

 

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
効
率
的
な
農
業
生

産
を
目
指
す
た
め
、
棚
田
に
広
が
る
老
朽
化

し
た
農
道
や
水
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
宕
陰
地
区
に
お
い
て
、
農
村
の
「
里

力
」
を
再
生
す
る
た
め
、
地
域
情
報
の
発
信
、

散
策
道
、
眺
望
ゾ
ー
ン
の
設
置
な
ど
の
里
力

再
生
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。「
里
力
」
と

は
、
地
域
の
絆
を
回
復
し
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
協
働
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
力
の

こ
と
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
次
の
10
年
、

20
年
先
の
地
域
を
維
持
す
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

越
畑
「
棚
田
の
里
」
整
備
事
業

新
し
い
品
目
と
し
て
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

「「京京
のの
苗苗
木木
（（地地
域域
性性
苗苗
木木
））」」生生
産産
技技
術術
講講
習習
会会
をを
開開
催催
しし
まま
すす
!!!!  

 

《質問１ ： なぜ種子からなの？》 

挿し木や接ぎ木は、母樹のクローンである

ため、遺伝子的に全く同じになります。 

 

         
挿し木・接ぎ木＝母樹のクローン 

 

種子から育てると、母樹とは違った形質を持

つこととなり、これが生物の多様性につながり

ます。 

 
    

種子（実生）＝遺伝的なバラツキ 

 

《質問２ ： なぜ京都市域に 

自生している木なの？》 

それぞれの「地域」における進化の長い歴史

を経て形づくられた「地域」固有の生物相を保

全することが、生物多様性の保全につながり

ます。 

 

【「
京
の
苗
木
（
地
域
性
苗
木
）」 

生
産
技
術
講
習
会
】 

■
日 

 

時 

７
月
27
日
（
火
） 

午
後
２
時
～
４
時 

■
場 

 

所 

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川 

■
応
募
資
格 

市
内
在
住
の
農
林
家
等 

■
募
集
期
間 

７
月
１
日
～
７
月
23
日 

■
募
集
人
数 

先
着
50
名 

■
申
し
込
み
方
法 

「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」
を
御

記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
ハ
ガ
キ
で

林
業
振
興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
７
月
23
日
必
着
） 

 

【お問い合わせ・申込先】 

林業振興課「京の苗木」担当 

 TEL：２２２－３３４６ 

      FAX：２２１－１２５３ 

〒604-8571（住所不要） 

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 

「京の苗木」担当 宛 

 

越畑の棚田 

樒原の鎧田 



戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

洛
北
農
業
ク
ラ
ブ 

「
洛
北
農
業
ク
ラ
ブ
」
は
、
約
40
年
前
に
、
北
区
上
賀
茂
・

大
宮
地
域
の
二
、
三
十
代
の
若
い
農
業
後
継
者
を
中
心
に
、

栽
培
技
術
向
上
や
地
域
の
農
業
振
興
を
目
的
と
し
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
結
成
時
の
子
の
世
代
が
家
業
を
継

ぎ
、
徐
々
に
会
員
も
増
え
て
、
総
勢
26
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 

ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
ト
マ
ト
・
賀
茂
な
す
の
ほ
場
巡
回
や

視
察
研
修
等
を
行
い
、
栽
培
技
術
の
向
上
の
た
め
活
発
に
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
有
志
が
、
百
貨
店

へ
の
共
同
出
荷
や
即
売
を
行
う
な
ど
、
振
売
り
以
外
の
新
し

い
売
り
方
も
精
力
的
に
模
索
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
野
菜
の
即
売
や
、
体
験
農

場
で
の
野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
、
積
極
的
に
市
民
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
上
賀
茂
・
大
宮
の
農
家
は
、
振
売
り
や
直
売
所
な
ど
で
、

新
鮮
な
旬
の
野
菜
を
市
民

に
提
供
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
、

市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
、

よ
り
お
い
し
い
野
菜
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
」
と
、
藤
井
会
長
は
、

に
こ
や
か
に
語
ら
れ
て
い

ま
す
。 

京
都
市
で
は
、平
成
22
年
４
月
か
ら
京
都
市
補
助
金
等
の

交
付
等
に
関
す
る
条
例
が
新
た
に
施
行
さ
れ
、
条
例
に
基
づ

き
補
助
金
の
交
付
先
、
交
付
額
等
が
毎
年
、
公
表
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
京
都
市
土
地
改
良
事
業

補
助
金
交
付
規
則
、
京
都
市
土
地
改
良
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
及
び
農
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

主
な
改
正
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

①
申
請
か
ら
事
業
着
手
ま
で
の
期
間
を
短
縮
で
き
る
特

例
制
度
を
設
け
ま
し
た
。 

②
揚
水
施
設
に
限
り
、
単
独
受
益
で
も
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
、
補
助
金
の
交
付
対
象
と
し
ま
し
た
。 

③
補
助
対
象
と
し
て
、
水
源
を
上
水
道
に
変
更
す
る
事
業

を
明
記
し
ま
し
た
。 

個
別
の
相
談
等
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
各
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
又
は
京
北
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

   

  

  

 

 

４
月
か
ら
、
自
給
力
向
上
の
た
め
の
新
し
い
支
援
事
業
で

あ
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
！
こ
の
対
策
に
は
、
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
と
米

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
の
二
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。 

事
業
に
加
入
し
た
方
に
は
、
現
地
確
認
後
、
秋
に
「
交
付

対
象
面
積
通
知
書
」
と
「
交
付
申
請
書
」
が
届
き
ま
す
。
届

い
た
「
交
付
申
請
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
指
定
口
座
に

交
付
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
に
該
当
す
る
方
は
、

交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
、
捨
て
づ
く
り
防
止
を
確
認

す
る
た
め
の
書
類
（
出
荷
契
約
及
び
作
業
日
誌
・
出
荷
伝
票

等
の
写
し
、
ま
た
は
所
定
の
報
告
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。 

交
付
申
請
書
へ
の
捺
印
や
対
象
作
物
の
栽
培
・
収
穫
・
販
売

の
記
録
、
伝
票
等
の
保
管
を
お
忘
れ
な
く
！ 

  

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
政
企
画
課
、 

最
寄
り
の
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
又
は 

京
北
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
。 

  

農
林
振
興
室
の
所
管
す
る
要
綱
等
を 

農
林
振
興
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
御

活
用
く
だ
さ
い
！ 

京
都
市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

>
 

市
政
ガ
イ
ド 

◆
産
業
と
観

光 >
 

農
林
業 >

 

所
管
要
綱
等 

土
地
改
良
に
係
る
補
助
金
に

関
す
る
規
則
、
要
綱
を
改
正



   

川
端
康
成
の
小
説
に
も
登
場
し
、
独
特

の
美
し
い
木
立
の
景
観
を
形
成
す
る
な

ど
、
京
都
を
代
表
す
る
木
と
も
い
え
る

「
北
山
杉
」。 

 

こ
の
北
山
杉
か
ら
加
工
さ
れ
る
北
山

丸
太
は
、
「
磨
き
」
工
程
を
経
て
滑
ら
か

で
光
沢
の
あ
る
木
肌
と
な
り
ま
す
。 

し
か
し
近
年
、
北
山
丸
太
の
需
要
の
低

迷
と
担
い
手
の
減
少
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
北
山
杉
の
美

し
い
景
観
と
生
産
・
加
工
技
術
の
継
承
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

           

  

そ
こ
で
、
こ
の
伝
統
あ
る
北
山
杉
、
北

山
丸
太
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
設
と

し
て
、
平
成
22
年
４
月
８
日
「
京
都
北
山

杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
！ 

 

こ
れ
ま
で
北
山
丸
太
の
使
い
方
と
し

て
は
「
床
柱
」
が
有
名
で
す
が
、
京
都
北

山
杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
丸
太
の

持
つ
独
特
の
美
し
い
木
肌
や
趣
き
を
生

か
し
た
新
用
途
の
開
発
の
ほ
か
、
特
徴
あ

る
北
山
杉
の
景
観
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
「
磨
き
」
工
程
の
体
験
事
業
等
を
実

施
す
る
な
ど
、
観
光
振
興
と
し
て
の
拠
点

の
役
割
も
担
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を

こ
れ
か
ら
も
力
強
く
進
め
て
い
き
ま

す
！ 

        

 

  

第
41
回
花
と
緑
の
市
民
フ
ェ
ア
が
４

月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）
の
２
日
間
、

左
京
区
岡
崎
の
京
都
市
勧
業
館
（
み
や
こ

め
っ
せ
）
で
開
催
さ
れ
、
約
二
万
四
千
人

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

                   

   

「
京
・
ゆ
め
・
花
文
化 

～
京
を
愛
で

る 

四
季
の
香
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
芳
香

の
あ
る
植
物
を
使
い
、
花
や
緑
の
本
来
の

「
香
り
」
を
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
た
大

装
飾
花
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
や
寄

せ
植
え
の
講
習
会
に
も
多
く
の
方
に
御

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

京
都
で
は
昔
か
ら
、
暮
ら
し
に

花
を
取
り
入
れ
、
四
季
を
感
じ
る

心
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
花
の
消
費
は
伸
び
悩
み
、
厳

し
い
状
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
鑑
賞
す

る
だ
け
で
な
く
、
香
り
な
ど
の

様
々
な
花
の
効
用
を
市
民
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
花
と
緑

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
花
の
需
要
が
拡
大

し
、
花
き
業
界
が
活
気
づ
く
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

スギ材特有の 

あたたかい手触りの内装 

第
４１
回 

花
と

緑
の
市
民
フ
ェ
ア 

開
催 
京
都
北
山
杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー 

オ
ー
プ
ン
！ 

 京都北山杉の里総合センター全景 

（美しい北山杉を背景に） 


